
スワン・コミュニケーションズは、本製品の材料または仕上がりの欠陥に対して最初の購入日から1年間保証し
ます。保証の妥当性を確認するため、購入の証明として領収書を提示する必要があります。上記の期間中に欠
陥があることが判明したユニットは、スワンの独自の判断により、部品や労働コストを請求することなく修理する
か、別の製品と交換します。エンドユーザーは、スワンの修理センターに製品を送るために発生した全ての運送
料を負担するものとします。また、エンドユーザーは、居住国以外の国から発送、または返送する際に発生した全
ての送料を負担するものとします。 
本保証は、本製品の使用または使用できないことから生じる偶発的、付随的または派生的な損害について保証
するものではありません。店員または他の人物による本製品の取り付けや取り外しに伴う全ての費用、あるいは
本製品の使用に関するその他の費用はエンドユーザーの負担となります。本保証は、本製品の最初の購入者の
みに適用され、第三者に譲渡することはできません。権限を持たないエンドユーザーまたは第三者がコンポー
ネントに変更を加えた場合、全ての保証が無効となります。一部の国では、本保証にある特定の除外に関する制
限が法律によって禁止されています。現地の法律に適用される場合、規制および法的権利が優先されます。
オーストラリア:当社の製品は、オーストラリア消費者法に基づいて除外できない保証が付与されています。本製
品の重大な故障やその他の合理的に予測可能な紛失や破損の補償に対して、製品の交換または返金を受ける
ことができます。また、製品が許容できる品質でない場合、製品を修理または交換できる権利があります。

本機器は、FCC規則のパート15に基づく検査を受け、クラスAデジタル装置の制限に準拠することが認められて
います。これらの制限は、住宅に機器を設置する際の有害な電波障害から適切に保護することを目的としていま
す。本機器は、無線周波数帯域のエネルギーを発生、利用し、外部に放射する可能性があります。取扱説明書の
指示に従って設置および利用しない場合、ラジオやテレビの受信に有害な電波障害を引き起こすおそれがあり
ます。本機器の電源のオン/オフを切り替えることにより、これらの受信に有害な電波障害をもたらしていると判
断される場合、ユーザーは電波障害を是正するために次の対策を講じてください:
• 受信アンテナの方向や位置を変える
• 機器と受信機の距離を離す
• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセントに機器を接続する
• 販売店またはラジオ/テレビの技術者に相談する
これらの機器はFCC規則のパート15に準拠しています。機器の操作は次の2つの条件を前提としています: 
(1) これらの機器は有害な電波障害の原因となってはならない。
(2) これらの機器は誤動作の原因となる電波障害を含め、受信する電波障害を許容しなければならない。
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紹介
あなたの白鳥の動きを活性化1080p HDカメラの購入
おめでとうございます
• 見ることは、この1080pフルHDカメラ(2.1メガピ

クセル)から102°視野角を持ち、より広い視野の
上に高いディテールを見ることを信じています

• 50フィート/15mまでのナイトビジョンを作り出
す最新の赤外線カットフィルター&強力なLED

• 人、車、大型ペット、その他の大きな発熱物体を
確実に検出する機能を備えたセキュリティアプ
リケーション向けに設計された最先端のPIRモ
ーションセンサー

• カメラに丈夫なポリカーボネート構造があり、あ
らゆる気象条件のためのIP66評価と屋内およ
び屋外の適用に適している&ケーブルの通され
た土台の立場を加えられた保護のために

重要な手順
1. カメラが適切な位置に正しく固定されていること
や、安定していることを確認してください。
2. 付属の電源アダプタ（12V）とパワースプリッター（
付属している場合）を必ず使用してください。
3. 配線や端子が露出している場合は使用しないでく
ださい。
注: お使いのDVRに記載されているカメラの設置方法
を参考にして、最適な場所を選んでください（ここに
記載されているカメラ設置のヒントは一般的な方法
です）。
重要な注意事項: 全ての国や地域において、カメラの
使用に関する固有の法律や規制があります。購入者
は、いかなる目的においてカメラを使用する前に、カ
メラの使用禁止や制限に関して適用される全ての法
律および規則を認識する責任を負うものとします。

1. 監視対象物とそれがもっともよく映る場所を検討し
ます。
2. 監視システムへのカメラのつなぎ方をどうするか。
ケーブルと接続端子を外気にさらさなようにしてくだ
さい。
3. カメラを安全な場所に設置するには。カメラを高い
場所に設置することをお勧めします。
4. カメラが撮影対象にできるだけ近くなるようにしま
す。最適なのは高さ約4mの場所で、細部まで映るよう
に気を付けながら少し見下ろす角度で取り付けます。
5. カメラのライブ映像を見たときにきれいな空が映っ
ているようでは、カメラが近づいている侵入者の方を
向いていません。逆光で映像が暗くなる可能性がある
ため、映像に映りこむ空は最小限になるようにします。
6. あなたの自宅の侵入者が最も入りやすい経路を考
えて、その経路が映るようにカメラを設置します。

7. カメラのケースはあらゆる気象条件に耐えることが
でき、耐タンパー性もあります。ただし、極めて強い力
が加わったときにケースが破損する可能性がありま
す。
8. カメラには耐候性や耐水性がありますが、直射日光
や多湿などの悪条件に長時間さらすと、カメラの内部
部品が破損したり、パフォーマンスが低下する恐れが
あります。
9. ケーブルは壁の窪みまたは保護ケースを通し、すべ
ての配線および接続端子に水が当たらないように保
護します。
10. 通電中の配線の近くにケーブルを敷設しないでく
ださい。AC電流が電波「雑音」を生成し、カメラの信号
と干渉が生じる可能性があります。

1. カメラのビデオ出力および電源入
力の接続端子を、付属のビデオおよ
び電源ケーブルの対応する接続端
子につなぎます。
2. 付属のパワースプリッターを、ビデ
オおよび電源ケーブルの電源入力
につなぎます（カメラが複数ある場
合は、この手順を繰り返します）。
3. 付属の電源アダプタをパワースプ
リッターのもう一方の端子につない
で、その電源アダプタを空いている
壁コンセントに差し込みます。
4. ビデオおよび電源ケーブルのビデ
オ出力を、お使いのDVRの空いてい
るカメラ入力につなぎ、端子をひね
って固定します。

1 カメラを接続する2 カメラ設置場所のヒント4カメラを設置する3

カメラ1台パックの場合、付属の電源アダプタを、ビデオおよ
び電源ケーブルの電源入力に直接つなぎます。
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カメラは平らな垂直面または水平面に取り付けることができ、カメラ
を保持するのに十分な強度でなければなりません。
 → ドームエンクロージャ (1) とドームリング (2) を保持し、取り付け
ブラケット (3) を時計回りに回転させてカメラから取り外します。

 → カメラ ブラケット (4) を取り付ける位置に配置し、表面の取り付
け穴にネジを配置します(取り付けテンプレートが含まれていま
す)。 

 → 取り付けるサーフェスに適切なネジを使用して、ブラケットを所
定の位置に固定します。

 → ケーブルを実行し、ドームエンクロージャとドームリングにカメラ
を配置し、カメラを目的の位置に向けます。カメラは左右または
上下に回転させることができます。DVR上の画像を確認し、必要
に応じて調整を行います。

 → 表示位置の調整が完了したら、ドーム リングを時計回りに取り
付けブラケットカウンターに回転させて、所定の位置をロックし
ます。 4
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カメラ1台パックの場合、付属の電源アダプタを、ビデオおよ
び電源ケーブルの電源入力に直接つなぎます。
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を保持するのに十分な強度でなければなりません。
 → ドームエンクロージャ (1) とドームリング (2) を保持し、取り付け
ブラケット (3) を時計回りに回転させてカメラから取り外します。

 → カメラ ブラケット (4) を取り付ける位置に配置し、表面の取り付
け穴にネジを配置します(取り付けテンプレートが含まれていま
す)。 

 → 取り付けるサーフェスに適切なネジを使用して、ブラケットを所
定の位置に固定します。

 → ケーブルを実行し、ドームエンクロージャとドームリングにカメラ
を配置し、カメラを目的の位置に向けます。カメラは左右または
上下に回転させることができます。DVR上の画像を確認し、必要
に応じて調整を行います。

 → 表示位置の調整が完了したら、ドーム リングを時計回りに取り
付けブラケットカウンターに回転させて、所定の位置をロックし
ます。 4
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スワン・コミュニケーションズは、本製品の材料または仕上がりの欠陥に対して最初の購入日から1年間保証し
ます。保証の妥当性を確認するため、購入の証明として領収書を提示する必要があります。上記の期間中に欠
陥があることが判明したユニットは、スワンの独自の判断により、部品や労働コストを請求することなく修理する
か、別の製品と交換します。エンドユーザーは、スワンの修理センターに製品を送るために発生した全ての運送
料を負担するものとします。また、エンドユーザーは、居住国以外の国から発送、または返送する際に発生した全
ての送料を負担するものとします。 
本保証は、本製品の使用または使用できないことから生じる偶発的、付随的または派生的な損害について保証
するものではありません。店員または他の人物による本製品の取り付けや取り外しに伴う全ての費用、あるいは
本製品の使用に関するその他の費用はエンドユーザーの負担となります。本保証は、本製品の最初の購入者の
みに適用され、第三者に譲渡することはできません。権限を持たないエンドユーザーまたは第三者がコンポー
ネントに変更を加えた場合、全ての保証が無効となります。一部の国では、本保証にある特定の除外に関する制
限が法律によって禁止されています。現地の法律に適用される場合、規制および法的権利が優先されます。
オーストラリア:当社の製品は、オーストラリア消費者法に基づいて除外できない保証が付与されています。本製
品の重大な故障やその他の合理的に予測可能な紛失や破損の補償に対して、製品の交換または返金を受ける
ことができます。また、製品が許容できる品質でない場合、製品を修理または交換できる権利があります。

本機器は、FCC規則のパート15に基づく検査を受け、クラスAデジタル装置の制限に準拠することが認められて
います。これらの制限は、住宅に機器を設置する際の有害な電波障害から適切に保護することを目的としていま
す。本機器は、無線周波数帯域のエネルギーを発生、利用し、外部に放射する可能性があります。取扱説明書の
指示に従って設置および利用しない場合、ラジオやテレビの受信に有害な電波障害を引き起こすおそれがあり
ます。本機器の電源のオン/オフを切り替えることにより、これらの受信に有害な電波障害をもたらしていると判
断される場合、ユーザーは電波障害を是正するために次の対策を講じてください:
• 受信アンテナの方向や位置を変える
• 機器と受信機の距離を離す
• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセントに機器を接続する
• 販売店またはラジオ/テレビの技術者に相談する
これらの機器はFCC規則のパート15に準拠しています。機器の操作は次の2つの条件を前提としています: 
(1) これらの機器は有害な電波障害の原因となってはならない。
(2) これらの機器は誤動作の原因となる電波障害を含め、受信する電波障害を許容しなければならない。
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のカスタマーサポートに製品を登録し、ガイドをダウンロードし、よく
寄せられる質問に対する回答を見つけることができます。
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